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Part1．瞬時流量警報設定方法 
1－1．上限警報設定 

 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択に

限警報設定値（16.0L/min）と 
表示します。この時

報設定値の変更方法は表示数値の変更方法を御覧下

限警報設定値を 15.0に設定完了すると、 

表示します。 

ボタンを押すと再度上限設定が可能になります。 

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[UP]を選択します。 
 
 
 
上

瞬時流量値（12.8L/min）を交互に
に ボタンを押すと上限警報設定モードに入ります。  
 
 
 
 
警

さい。(3－1．表示数値の変更方法 参照) 
 
 
 
上

上限警報設定値（15.0L/min）と 
瞬時流量値（12.8L/min）を交互に
 


ボタンを押すことで、設定値が確定され、瞬時流量

値を表示します。 
 

 

 

 

 

 

 
 

)ヒステリシスを設定の際は 1－４．ヒステリシス設定を参照して下さい。 注
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1－2．下限警報設定 

 

 

 

 

 

 

 
 

)ヒステリシスを設定の際は 1－

 

注

 
 
 
 
 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択に

限警報設定値（5.0L/min）と 
表示します。この時

報設定値の変更方法は表示数値の変更方法を御覧下

限警報設定値を 6.0に設定完了すると、 

に表示します。 

ボタンを押すと再度下限設定が可能になります。 

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[LO]を選択します。 
 
 
 
下

瞬時流量値（12.8L/min）を交互に
に ボタンを押すと下限警報設定モードに入ります。

 
 
 
 
警

さい。(3－1．表示数値の変更方法 参照) 
 
 
 
下

下限警報設定値（6.0L/min）と 
瞬時流量値（12.8L/min）を交互
 


ボタンを押すことで、設定値が確定され、瞬時流量

値を表示します。 
４．ヒステリシス設定を参照して下さい。 
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1－3．簡易下限警報設定 

 

 

 

 

 

 
 

) 設定値が 2L/min以下になった場合、設定値は 2L/minとなります。 
ため、設定値は

 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択に

限警報設定値（5.0L/min）と 
表示します。 

ボタンを押すと瞬時流量の 50％を下限値と設定さ

ボタンで設定値を確定して瞬時流量値を表示しま

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[ESY]を選択します。 
 
 
 
下

瞬時流量値（9.0L/min）を交互に
 
 
 
 
 
 
 


れ、瞬時流量値と交互に表示します。 ボタンを押す

たびに下限は下記のように移行していきます。 
   50%→30%→20%→100%→50%→… 
 
 


す。 

注

瞬時流量は 9L/min の時 20%は 1.8L/min になりますが 1.8<2.0 の
2.0L/minを警報値として設定します。 
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1－4．ヒステリシス設定 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択に

時流量値（9.0L/min）とヒステリシス値（00）を交

ステリシス設定範囲は 0~50％となります。 
ます。 

ボタンを押すたびに 1ずつカウントアップします。 

ステリシス値を 10%に設定完了すると、 
/min）を

ボタンを押すと再度下限設定が可能になります。 

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[HYS]を選択します。 
 
瞬

互に表示します。 ボタンでヒステリシスの設定値が

変更可能になります。 
 
ヒ

ボタンを押すたびに 1ずつカウントアップし
ボタンで桁上げを行います。  

 


ボタンでヒステリシス値 を決定します。 
 
ヒ

ヒステリシス値（10%）と瞬時流量値（9.0L
交互に表示します。 
 


ボタンを押すことで、設定値が確定され、瞬時流量

値を表示します。 

 
 
 

4 / 16



1－5．アナログ出力特性の設定 

 
 

 

 

 

 

 
 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択に

時流量値(20.0L/min)時にアナログ出力が最大とな

時流量値(10.0L/min)時にアナログ出力が最大なり

時流量値(5.0L/min)時にアナログ出力が最大なりま

20.0→… 
ボタンを 定して瞬時流

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[ANG]を選択します。 
 
 
瞬

ります。 ボタンで仕様を変更可能です。  
 
 
瞬

ます。 ボタンで仕様を変更可能です。  
 
瞬

す。 ボタンを押すたびにアナログ出力特性は下記の

ように移行していきます。 
20.0→10.0→5.0→
押すとアナログ出力特性が確

量値を表示します。 
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1－6．ウインドコンパレータ出力の設定 

 

 

 

 
 

1)上限警報値、下限警報値の決定は 1－1．上限警報設定、1－2．下限警報設定を参照し

注 2 スを設定の際は 1－４．ヒステリシス設定を参照して下さい。 

数秒間押し続けるとファンクション選択に

限警報値以下、下限警報値以上で警報出力が OFF、

限警報値以下、下限警報値以上で警報出力が ON、

ボタンを押すとウインドコンパレータ出力論理が確

ボタンを

なります。 ボタンでファンクションを切り換え ボ 

タンでファンクション[WIN]を選択します。 
 
上

上限警報値以上、下限警報値以下で警報出力が ON と
なります。 ボタンで論理の変更が可能です。  
 
上

上限警報値以上、下限警報値以下で警報出力が OFFと
なります。 ボタンで論理の変更が可能です。  
 


定して瞬時流量値を表示します。 

注

て下さい。 
) ヒステリシ
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１－７．周波数出力設定 

 

 

 

 
 

)999Hz、100Hzは参考値です。 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択にな

大瞬時流量（20L/min）時の周波数（999Hz）を表示

大瞬時流量（20L/min）時の周波数（100Hz）を表示

ボタンを押すと周波数出力仕様が確定して瞬時流量値

ります。 ボタンでファンクションを切り換え ボタン 

でファンクション[PUL]を選択します。 
 
最

します。 で周波数出力仕様が変更可能になります。  
※出力周波数は渦信号周波数と 1対 1で伝えます。 
 
最

します。 で周波数出力仕様が変更可能になります。  
※出力周波数は渦信号周波数と 1対 10で伝えます。 
 


を表示します。 

注
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Part2．積算出力設定方法 
2－1．積算方法 

 

 

 
 

)警報値の変更等は 2－2．下 3 桁警報値の変更～2－４．積算モードから瞬時流量モード

 

ボタンを数秒間押し続けるとファンクション選択にな

算値が 1200L となった場合、下 3 桁の数字(200)が常

ボタンを離すと下３桁数字の表示に戻ります。 

ります。 ボタンでファンクションを切り換え ボタン 

でファンクション[ADD ]を選択します。 
 
積

に表示されています。上３桁を表示したいとき ボタン

を押します。 
 
 


注

へ、を参照して下さい。 
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2－2．積算警報値下 3桁の変更 

 

 

 

 

 

 
 

積算流量を表示している画面で ボタンを数秒間押し続

報しきい値の下 3桁（例としては 999L）と積算値の下

更方法は表示数値の変更方法をご覧ください。 

00L と設定した場合、数字 100 と積算値の下 3 桁を交

けるとファンクション選択になります。 ボタンでファ

ンクションを切り換え ボタンでファンクション [THL]
を選択します。 
 
 
警

３桁（031L）を交互に表示します。 
で設定可能になります。  

 
 
変

（3－1．表示数値の変更方法 参照） 
 
1
互に表示します。 ボタンを押すと再度下限設定が可能

になります。 ボタンを押すことで、設定値が確定され、

積算流量値を表示します。 
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2－3．積算警報値上 3桁の変更 

 

  

 

 

 

 
 

積算流量を表示している画面で ボタンを数秒間押し

報しきい値の上 3桁（例としては 1000L）と積算値

更方法は表示数値の変更方法をご覧ください。 

000Lと設定した場合、数字 003と積算値の上三桁を

続けるとファンクション選択になります。 ボタンで

ファンクションを切り換え ボタンでファンクション

[THU ]を選択します。 
 
警

の上３桁（0L）を交互に表示します。 
で設定可能になります。  

 
 
変

（3－1．表示数値の変更方法 参照） 
 
3
交互に表示します。 ボタンを押すと再度下限設定が

可能になります。 ボタンを押すことで、設定値が確

定され、積算流量値を表示します。 
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2－４．積算値のリセット 

 

 
 
－5．積算モードから瞬時流量モードへの移行 2

 

 
 

積算流量を表示している画面で ボタンを数秒間押し

算値がリセットされ再び 0Lから積算を開始します。

示している画面で ボタンを数秒間押し

時流量を表示します。 

続けるとファンクション選択になります。 ボタンで

ファンクションを切り換え ボタンでファンクション

[RST ]を選択します。 
 
積

 
 
 
 
積算流量を表

続けるとファンクション選択になります。 ボタンで

ファンクションを切り換え ボタンでファンクション

[Flo ]を選択します。 
 
瞬
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Part3．表示数値の変更 
法 3－1．表示数値の変更方

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.0を入力する場合 
左図の場合は小数点第一位)。 

1→2→…→8→0→1… 
数字が決定した います。 

桁目を入力します (左図の場合は 10の位)。 
定され

一桁目を入力します (
ボタンを押すたびに下記の様にカウントアップして

いきます。 

ら ボタンで桁上げを行

 
 
 
三

数字が決定し ボタンを押すと数値が 10.0と決
ます。 
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Part4．ファンクション選択 
各ファンクションについて 4－1．瞬時流量表示モードの

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
定 

称：下限警報の設定 
定 

称：簡易下限警報の設定 
定 

称：ヒステリシスの設定 
スを決定 

称：アナログ出力特性の設定 
 
定 

称：ウインドコンパレータ出力の設定 
決定 

称：周波数出力の設定 
決定 

称：積算出力 
表示 

名称：上限警報の設定

機能：上限警報出力を決

参照：1－1．上限警報設定 
 
名

機能：下限警報出力を決

参照：1－2．下限警報設定 
 
名

機能：下限警報出力を簡易決

参照：1－3．下限警報設定 
 
名

機能：警報出力のヒステリシ

参照：1－4．ヒステリシス設定 
 
名

機能：アナログ出力の仕様を決定

参照：1－5．アナログ出力特性の設
 
名

機能：ウインドコンパレータ出力の仕様を

参照：1－6．ウインドコンパレータ出力の設定 
 
名

機能：周波数出力の仕様を

参照：1－7．周波数出力設定 
 
名

機能：積算流量を

参照：2－1．積算方法 
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4－2．積算モードの各ファンクションについて 

 

 

 

 
 

報値下３桁の設定 

変更 

称：積算警報値上３桁の設定 

変更 

称：積算値のリセット 
再び 0Lから積算開始 

称：積算モードから瞬時流量モードへの移行 

の移行 

名称：積算警

機能：積算警報値下３桁を決定 
参照：2－2．積算警報値下 3桁の
 
名

機能：積算警報値上３桁を決定 
参照：2－3．積算警報値上 3桁の
 
名

機能：積算値をリセットし

参照：2－4．積算値のリセット 
 
名

機能：積算モードから瞬時流量モードへ移行 
参照：2－5．積算モードから瞬時流量モードへ
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Part5．表示について 
ードでの表示 5－1．瞬時流量表示モ

1)下限警報出力の表示 

 

 

限警報を出力すると瞬時流量値(2.1L/min)と下限警

限警報を出力すると瞬時流量値(16.1L/min)と上限

時流量値が最小表示流量(1.6L/min)以下の場合、最小

時流量値が最大表示流量(21.0L/min)以上の場合、最

 
 
下

報[LO]を交互に表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
上

警報[UP]を交互に表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
瞬

流量警報[UDR]を表示します。 
 
 
 
 
瞬

大流量警報[OVR]を表示します。 

 
 
)上限出力の表示 2

 

 
 
)最小流量以下の表示 3

 
 
)最大表示流量以上の表示 4
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5－2．積算モードでの表示 
1)積算警報出力の表示 

 

 
 
)積算値が 999,999Lを超過した場合の表示 2

 

 
 
－3．その他の表示 5

 
 

 

算値が積算警報値に達すると、積算値(100L)と積算

算値が積算可能範囲(999,999L)を超過した場合、積

源電圧が仕様の 10.8V 以下になった場合、電源電圧

 
 
積

警報[GOL]を交互に表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
積

算値(999,999L)と積算可能範囲超過警報[OFL]を交互
に表示します。 
 
 
 
 
 
電

警報[BAT]を表示します。 
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